





















昭和 40 年 5 月 25 日



















Urografin などの水溶性造影剤およびLipiodol ultra 丑uid などの低粘関油性造影剤を使用した。著
者の施行した検査症例 102例中腫脹肢76例84肢のリンパ管造影像を整理すると， 異常像には 4 つの型




W型: Dermal Back Flow 像を呈するもの。
V 型: ~Ij行枝形成，逆流像を呈するものO
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I 型は腫脹肢76例84肢中37肢 (44.1 %)に認められた。 n-Y 型は動静脈痩以外のすべての腫脹
肢に認められた口その内訳は E 型がもっとも多く，特に静脈癌では17肢 (43.6%) と高率に，皿型は
血栓性静脈炎および静脈癌， lV, V 型は悪性腫場および一次性リンパ水腫に多く認められた。しかし
症例数の多い血栓性静脈炎および静脈痛においては，ほとんどすべての造影像の型が存在し， 1 つの
疾患を特徴づけるようなリンパ管造影像は得られなかった。また， Patent blue の注射部位からはなれ
た中枢部で， Patent blue によって皮膚が青染する場合がある口本現象はIll，町型 lこ限られ，他の型
では全く見られなかった。
一患肢の周径(cm)腫脹の程度を現わすTめに周径比一 一一一一一 xlOO をk用し，腫脹の程度を比較しやすー 健肢の周径(cm)
い片側腫脹肢55例を対象とし，周径比とリンパ管造影各型を比較した。 1 ， n 型の周径比平均値は小
さいが， Ill-V 型，特 l乙 N ， V 型では周径比平均値はおのおの113.7 ， 113.6 と大である。lV， Y型で
は病変部のより中枢部でリンパ管閉塞像を証明しうるものが多く， lV, Y 型はリンパ管の器質的変化
により， リンパ還流が著しく障害されている際に現れる造影像と考えられる。






























1 )リンパ管造影本数は各個体固有のものであって，その平均造影本数は約 9 本である。
2 )腫脹肢におけるリンパ管造影像は， (1) 正常像， (2) 拡張，蛇行，偏位像， (3) 主状陰影像，
(4) Dermal Back Flow 像， (5) 副行校形成，逆流像の 5 型に分類することが出来る。
3) 1 , 11, III 型を示す腫脹肢中， リンパ管の造影本数が多いものでは，腫脹は軽度である。
4) N, V 型を示すものはリンパ管の器質的変化によるもので， リンパ管閉塞u寺に見られる所見で
あり， リンパ還流障害は強く，腫Il長は著しい。
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